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MARUI GROUP ’s 

Corporate Value

丸井グループの「企業価値」
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「しあわせ」のプラットフォーム
新たな価値をつくっていく時、「場」という概念が大切になります。丸井グループという企業は、 

6つのステークホルダーの重なり合う利益（しあわせ）の調和と拡大を実現する「場」であり、 

そこに集う人の成長を支援する「場」です。私たちはこの「場」を運営することで、すべての 

ステークホルダーにとっての「しあわせ」を実現するプラットフォーマーになりたいと考えています。

「しあわせ」の 
プラットフォームを 
実現する3要素

1. MISSION

存在意義
丸井グループでは、企業としての存在意義を理念体系の中

で明確化しています。どんなに優れたビジネスモデルや組織

風土があっても、めざす姿が不明瞭だと日々の事業活動の

指針がなくなり、進むべき道に迷いが生じてしまうからです。

⇨P26 丸井グループの共創理念体系

2. BUSINESS

ビジネスモデル
存在意義を形にするのが、ビジネスモデルです。コアバリュー

「信用の共創」を核に、創業から積み上げてきた強みを活用

し、すべてのステークホルダーにとっての「しあわせ」を実現す

る「場」として、さらに革新・進化させていきます。

⇨P32 「 信用の共創」を積み重ねる丸井グループのビジネスモデル

3. CULTURE

組織風土
明確な存在意義と、優れたビジネスモデルを実際に動かすの

が、社員です。丸井グループには、自ら手を挙げる組織風土

のもと、社員の成長・知識創造の「場」があり、そこから生ま

れる共感や対話が、企業の成長を可能にします。

⇨P60 共感や対話を通じて、「個の力」を「組織の力」へ
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私たちのめざす姿

MISSION

すべての人が「しあわせ」を感じられる
インクルーシブで豊かな社会を共に創る

ミッションとは、丸井グループの企業としての使命、存在意義を言葉にしたものです。丸井グループのビジネスや企業活
動は、このミッションを実現していくためにあります。丸井グループのすべての社員は、何かをなす時、何かに迷った時、 
その決断がミッションにかなっているか否かを常に心に問いかけて行動する。それが、このミッションの役割です。

VISION 2050

ビジネスを通じてあらゆる二項対立を 
乗り越える世界を創る

ビジョンとは、ミッションを実現するための道筋です。変化する外部環境を見極めながら、すべての社員が一丸となって進
むべき方向を定めたものです。どんなに優れたミッション・バリューも、ビジョンを描き長期目標を設定してこそ、今何を
優先的に実践すべきかが明確になり、具体的な事業戦略を推進することができます。

MARUI GROUP ’s 

Co-Creation Philosophy

丸井グループの共創理念体系
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丸井グループは、2050年に向けた長期ビジョンの策定を機に、 

共創理念を「私たちのめざす姿」と「私たちの価値観」に整理し、 

それぞれの言葉が私たちの日々の事業活動の指針となるよう、策定の想いを明確化しました。

2019年2月改定

私たちの価値観

PHILOSOPHY

お客さまのお役に立つために進化し続ける
人の成長＝企業の成長

経営理念とは、ミッションを実現していくために欠かせない行動指針です。「お客さまのお役に立つために進化し続ける」
とは、社員一人ひとりが多様なステークホルダーの視点に立ち、相手の想いや痛みを理解できる「共感する力」を通じ、
お役に立つことを意味しています。この共感する力を進化させ続けることが、お客さまをはじめ、社会や環境の課題解決
につながる「革新する力」を生み出す源になると考えています。「人の成長＝企業の成長」とは、この共感と革新する力を
通じて、社員一人ひとりが自己実現を果たしていくことが、丸井グループの成長につながることを言葉にしたものです。

VALUES

信用はお客さまと共につくるもの
景気は自らつくるもの

バリューとは、他のいかなる企業とも異なる、自社を自社たらしめている独自の価値です。これは丸井グループが永続的
に持ち続けるべき創業の精神にほかなりません。創業者の言葉「信用は私たちがお客さまに与えるものではなく、お客さ
まと共につくるもの」に由来する「信用の共創」は、お客さまに寄り添い共感し、長いお付き合いの中で生まれる信用を共
に創り、互いに積み重ねていくことを示しています。そしてもう一つの創業者の言葉「景気は自らつくるもの」は、お客さま
の「しあわせ」や社会が変化すれば、私たちもビジネスのあり方を根底から覆し、新たな需要や市場を創造していくとい
う、丸井グループの「革新と進化」の気概です。
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